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学位論文内容の要旨
本研究の目的は.噛頑摘出者の術前からう凶境縁 1年脚の他者とのコミュニケ･-ションを
通 したごミュニケ-シラン方鋲の再構築過篠を明らかにし.その過程を支揺する肴は東城
へ,})示唆を得ることである.対象は噸頑全播術を受ける項類舶がん患者 12名で,術前から
退院後 1年柑】に亘って参加叔桑及び半練成的面接を行い修iE版グラウンデッド･セオリー ･
アプローチを用いて分tlrした.その結果,喉頭摘出者の他者とのコミュニケーションを漉
したコミュニケ-ション方怯市価畢過程は.r伝わらないことによって膨張化した軟球不備
状値からの脱却化』を凶る過程であった,この過程は.失声の千首が引き起こした く芦を
失うことのイノージ化)及び 【佃と声の引き換え】の乾債を持ち t喉鎖堀中機髄舘失下で
の伝達の再適正化 .再円鮒 ヒ･効率化】を目指すことから始まり.術後の 【相手を見て ･
合わせて ･ひたすら伝える】ことを起点に生じた 3つのサイクル,すなわちさらなる 【喉
頭発声機能喪失下での伝津の再適正化 ･再即 削ヒ･効率化Jを幽るサイクル.t伝わらない
伝えら1･,ない ･話せない諌きないことへの欲求不韓の膨張化】を引き塩こすサイクル,く人
とのコミュニケーションを楽 しむ)及び l梅IiRまでに街中化されたコミュニケーションか
らのわずかな拡充化】をig]るサイクル,及び 【伝わら/Cい位えられない ･拝せない話さな
いこと-の欲求不碑の膨弓尉ヒ】を起点に E巾と声の引き換え】のIj'It:僻i_･放浪するサイクル,
の計 4つのサイクル二がtfFL-b-.に連動して相済するやで.Jil者は (欲を出す) よ うになり.そ'J)
欲を原軌ノコとしてさらなる は郎良までに絹小化されたコミュニケーションからのわずかな
拡充化】を図り.それがまた4つのサイクルを動かしていくという循環型の過程であうた･
忠.#自身が自鮒 こ く欲せ出す)まで梓ち続けその時の判束を見過さないこと,く飲む出す)
までに患者及び伺価の人が体験する首髄を棟和すること,という者誰某践の必学位が示唆
された.
論文審査の結果の要旨
本研死は,噸i-u:q柄山者の術師からili院後1咋閲の他者とのコミュ=ケ-ションを通 した
コミ_'.ニケ-ンコソ万狼の両脚塞過程を明らかにし.その迎接を文超す与野拙策蛸への
示唆を得ることを円的として､喉邪余櫛術を受ける新潮部がん出荷12g,む対鋲に,術前か
ら退院後I年間にわた/)て参加観蘇および判相成fl･J両蚊を行い修正版グテクンデット セ
オリー･アブ=17-チIi,和いで分析したものである.併兜手放は藍奏であり､61)F兜絡肘 こ葺至
る諭即の頃蛸にpt)飛縦は見られず､爵当な粁萌に紙びついていると思われる.,一方､ I
コミュ=-ケL-ション1に軟に他有と(r)帖紬のや L/)とりという含:FL･があるにもかかわらず､
これにさらにL'他者との｣というJT多容を抑えるなど､キ一となる.概念の定曲が不安従であ
るCまた嶋珊摘出による火Tbとその後のコミュニケーション能力の仔猫指というテーマI
はこれまでも多くの紬腎があり､それ らの先行御免と比べて､本lJF兜がどのような桝知
見を)"えたのかがそれほど明柵となっていない瓜にやや不柵が残るものの､概ね採草論
.丈としての水ltil壬を,E3えているものと考えられたわ
本論.丈は､喉Bt'梱Ll者のコミュニケーション方紐の軒構罷過程を明 らかにし,騒床
に臼す る瀬,tな_ll.ビテンスを捷(,LtLたことにより.醇士の暮牡に虹す ると'r･1日9-rされた
